
＜安田地区＞

意見 回答 担当
委員会

1
＜委員会構成について＞
　議会の委員会は変わることがあるのか。

　4年任期のうち申し合わせにて2年で交代する。

2
＜委員会構成について＞
　どの程度希望の委員会に入れるのか。

　議員の希望をもとに会派で調整する。

3
＜一般質問について＞
　自分の委員会に関することを一般質問するのか。それとも自分が考えて
いる問題について質問するのか。

　基本的に所属委員会所管の一般質問はしない（控える）。委員会で解決
できるものは一般質問はしない。

4
＜メディアコントロールについて＞
　メディアコントロールについて、親も学びの必要性があるのではない
か。

　課題は承知しているが、家庭に踏み込んでいくことはなかなか難しい。
総務文教

5

＜メディアコントロールについて＞
　10年前からメディアコントロールについて同じことを言っていて進展が
ない。先進地域と比較してはどうか。

　家庭環境、生活習慣の面もあるので今後、総合的に委員会で議論してい
きたい。

総務文教

6

＜観光振興について＞
　益田の観光資源として中世だけでなく全体として流れをつくらないと
もったいない。

　観光スポットはあるが、客を呼べるようなストーリーを持たせるのが難
しい。有名な人物や歴史もあるので、点在しているものをつなげていきた
い。SNSなど情報発信の仕方、コンテンツを考え益田の知名度を上げて行き
たいと議会としては考えている。

経済建設

7

＜コミュニティーセンター設置検討について＞
　益田市では公民館と地域自治組織の２本立てでやっている。浜田市はコ
ミュニティセンターとしてなんでもできるような形をとっている。益田市
はこの形でよいのか検討する部署はないのか。

　議会として、浜田市の状況も注視しながら、地域の状況に目を光らせて
いきたい。

総務文教

8

＜地域自治組織の補助金見直しについて＞
　安田は法人化し、一生懸命取り組んでいるが、法人税を納付しなければ
ならない。自治組織や補助金の見直しの考えはないのか（法人税に持って
いかれる）、法人格を持ってないところも今後困るのではないか。

　自治組織の皆さまの苦労は理解している。制度の見直し、税のことなど
含め話し合っていきたい。

総務文教

9

＜観光振興について＞
　日本遺産は大事である、見せ方も含めて観光に結び付けるべき。日本遺
産も含め益田には観光スポットがたくさんあるのでそれをうまくルート化
してはどうか。

　引っ張っていく人（コーディネーター）が必要だと思う。
　観光未来塾の先生の成功例を参考にし地域魅力化応援隊員もいれるなど
して進めたい。 経済建設

10

＜郷土学習について＞
　学校教育の中で郷土学習の話はあるのか、子どもに地元の良さを知って
もらう事が大切。雲南市は本気でやっているが益田市はそうでもない。

　総合学習の時間や公民館による社会教育で郷土について考える機会は増
えている。
　雲南市は行政支援で上手くいっているがここでは地域間で温度差があ
る。教育の面と観光の面をつなげていけるように考えたい。

総務文教
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11

＜道路整備に係る住民の意見反映について＞
　山陰道の開通に伴って市道などのアクセスが便利にならなけれならな
い。計画の説明はあっても地域住民の意見を聞くような公聴会等はない。
意見聴取する場があってよいのではないか。

　今後の議員活動に活かしていきたい。住民の声として関係部署に伝え
る。
【担当課通知：国県事業推進室】 経済建設

12
＜少子化対策について＞
　少子化対策が最重点課題である。10年先、20年先を見据えた動きをして
ほしい。

　そうあるべき。福祉環境委員会で議論しており、就職した若者の定着に
着目している。 福祉環境

13
＜定住対策について＞
　萩市、津和野町などは定住促進で家がもらえるが、益田はどうか。

　定着してもらうことは大事だが、周辺地域での取り合いは意味がないと
思う。 総務文教

14
＜国道９号歩道整備について＞
　「千休」から「遠田トンネル」までの歩道が未整備。自転車が右側通行
になり交通違反となる。議会でも取り上げてもらえないか。

　整備された部分もあるが、まだまだ危険な箇所があることは認識してい
る。今後も考えていく。 経済建設

15
＜UIターン施策について＞
　他市、他県の大学に出てしまうと益田に帰ってこない。帰ってきてもら
う方法を考えてほしい。

　少子化問題は大きい問題。議会としても皆様の知恵をいただきながら対
策を進めていきたい。 総務文教


